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２
月
15
日
F
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
第
59
回

十
日
町
雪
ま
つ
り
」。
連
日
の
雪
の
中
、
市
民
の
創
意
が
結
集
さ

れ
た
雪
の
祭
典
は
、延
べ
25
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

各
地
で
行
わ
れ
た
催
し
な
ど
を
、
主
に
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

観
て
歩
き�

雪
ま
つ
り

第59回

　
59
回
を
数
え
る
冬
の
日
本
海
側
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
十

日
町
雪
ま
つ
り
。
３
日
間
雪
が
降
り
続
い
た
今
年
は
、
イ
ベ
ン

ト
内
容
や
開
催
時
間
の
変
更
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
平
安
京
の
大
内
裏
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
雪
像
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
た
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
後
半
に
は
先
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
の
猛
烈
な
降
雪

に
。
そ
れ
で
も
各
地
・
各
会
場
の
催
し
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

祭
り
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

寒さに負けずに歓迎演奏（東小学校児童）

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

平
野
壮
弦
書
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

書
か
れ
た
「
歓
迎
」
の
書

トッキッキといっしょにはいポーズ！

降りしきる雪の中で行われた、
これぞ「雪リンピック」

交流都市のミス・親善大使紹介
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バルーンリリース
願いを乗せた風船たちが十日町の

夜空を彩りました

き
も
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド

繭
の
会
の
皆
さ
ん
の
華
や
か
な
き
も
の
姿
が

観
客
を
魅
了

雪まつりの幕開けを告げる「オープニン

グフェスティバル2008」。優雅なきもの

ファンタジーワールドが開幕に花を添え、

スペシャルゲスト・ダイノジの爆笑ライ

ブなどに会場は大盛況となりました。

ダイノジのラ
イブに会場は

大爆笑

巨大トッキッキも観光客をお出迎え
雪滑りは子ど

もたちのお気
に入り

熱気あふれるパフォーマンスでカーニバルを盛り上げた多聞天裸押し合い
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コミュニティひろば
「雪上茶席」も降り続く雪の中で行われました

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
ひ
ろ
ば

楽
し
さ
と
お
い
し
さ
が

い
っ
し
ょ
に
あ
り
ま
す

《テレビ放送予定》
３月２日A、16:00～16:54 
NHK  BS-2

まつりの華「雪上カーニバル」会場に

は３万3,000人が詰めかけ、雪と光と

音が織りなす幻想的な雰囲気の中で

「歌謡ショー」「きものショー」「チア

ダンス」などに酔いしれていました。

ウエルカムひろば ファミリー対抗スノーフラッグ大会

田
麦
ひ
ろ
ば

雪
が
降
り
し
き
る
中
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

響
か
せ
た
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

市
内
29
か
所
に
設
け
ら
れ
た
「
お
ま

つ
り
ひ
ろ
ば
」
は
、
ど
れ
も
地
域
の

特
徴
が
現
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば

か
り
。「
雪
ま
つ
り
を
楽
し
も
う
」
の

意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

第
27
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

金
子
真
弓
さ
ん
（
左
・
十
日
町
市
）、
金
澤
亜
希
子
さ
ん
（
中
・

十
日
町
市
）、
大
平
真
理
子
さ
ん
（
右
・
南
魚
沼
市
）
が
栄
え
あ

る
27
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
選
ば
れ
ま
し
た

郷土芸能と民謡の祭典
地域の伝統ある芸能・民謡を披露

親
子
ゲ
ー
ム
大
会

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
豪

華
賞
品
ゲ
ッ
ト
！

アルビレックスチアリーダーズと
十日町小学校６年生によるチアダンス 地元高校生による若さはじける盆ダンス

つるぬま池ひろば
息もぴったり４人のもちつき

つまりひろば 中には子どもたちのお楽しみがいっぱい
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ステージを華麗に彩るきものショー

ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル

優
勝
を
目
指
し
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

「豪雪JAM」（ロックフェスティバル）
降りしきる雪の中で行われたまさしく豪

・

雪
・

ジャム。
急きょテントを設営してのステージとなりました
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雪の�

芸術作品�
十日町商工会議所会頭賞

「繋ぐ」
（学校町１丁目町内会）

十日町観光協会長賞
「十日町の新しい響KAGUYA姫」
（本町７丁目　三和町町内会）

十日町市議会議長賞
「青き地球（ほし）へ！」

（愛ing下条）

十日町農業協同組合長賞
「2008宝船進行チュウ！」
（のぞみの郷　新墾会）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「あてまの森」

（あてまこども自然教室）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「雪の舞（純白の世界へ）」
（本町1丁目四区合同）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「最初の晩餐」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

十日町市文化協会連合会長賞
「ふるさとの花嫁」
（上新田青壮年会）

十日町ロータリークラブ賞
「平成の大掃除」
（三春会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「少年と白い馬」
（ひのスノーマン）

十日町青年会議所理事長賞
「ガンバの冒険」
（川治内後町内会）

十日町北ロータリークラブ賞
「おおきなかぶ」

（十日町市職員互助会）

地元新聞社賞
「家族愛」
（㈲花水農産）

キリンビール賞
「冬季トキめくドッキ土器！」

（関浅　四季の会）

ほくほく線賞
「桃からうまれたももたろう」

（川治下妻会）

審査員賞
「ジェリーめっけ！！」
（上新田いずみ会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「松山鏡伝説」

（北新会with新田イベント研究所）

審査員賞
「たからもの」

（真生会（こへび隊））

十日町市長賞
「牛にひかれて…真実への絆」

（水沢雪まつり会）

特
別
表
彰
団
体

十日町地域森林組合長賞
「開運！！」
（晒青会）

下条いなかっぺ大将
南雲土建㈱

ゆきゆきボンバーYeahZ

美佐島駅雪まつり実行委員会

連続出品５年

連続出品10年

通算出品15年

上新田青壮年会通算出品30回

東日本旅客鉄道㈱

飯山線営業所十日町駅通算出品25回

雪まつりの原点「雪の芸術展」には、芸術

部門37点、特別部門10点、学童部門20点の計

67点が出展されました。芸術部門の審査会は

15日Fの夜、２隊に分かれて行われました。

入賞22作品を紹介します。

十日町市長賞
「再会ーaga i n」

（アウト・ドア・ファミリー4クラブ）

十日町ライオンズクラブ賞
「アンパンマンと生命の木」

（城之古青年会）
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京
都
光
華
高
校
（
京
都
府
）

左
か
ら
中
嶋
智
子
さ
ん
（
２
年
）
・
安

川
真
紀
さ
ん
（
１
年
）
・
日
野
真
歩
さ
ん

（
卒
業
生
）

し
ん
ど
い
コ

ー
ス
だ
っ
た
け

ど
、
い
い
コ
ー

ス
だ
と
思
い
ま

し
た
。
天
気
も

雪
質
も
良
く
て

滑
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
か
っ
た
の
で
い
い
走
り

が
で
き
て
満
足
で
す
。
京
都
は
雪
が
降
ら

な
い
の
で
、
夏
は
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
、
冬
休
み
は
終
業
式
か
ら
始
業
式
ま

で
長
野
県
で
ず
っ
と
合
宿
を
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
１
月
末
に
野
沢
温
泉
に

来
て
こ
こ
ま
で
練
習
に
通
い
ま
し
た
。
２

月
に
入
っ
て
か
ら
は
松
之
山
温
泉
に
宿
舎

を
移
し
ま
し
た
が
、
温
泉
も
気
持
ち
よ
く

て
野
沢
菜
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

後
藤
一
義
さ
ん
（
妙
高
市
・
56
歳
）
・

妙
子
さ
ん
（
56
歳
）

新
井
高
校
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
で

す
。
今
日
は
母
校
の
応
援
に
来
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
プ
会
場
に
も

行
き
ま
し
た
が
、
あ

ち
ら
に
比
べ
て
、
十

日
町
は
看
板
や
の
ぼ

り
旗
な
ど
が
た
く
さ

ん
出
て
い
て
、
初
め

て
来
た
人
も
会
場
に

ス
ム
ー
ズ
に
来
れ
て

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
何
よ
り
活
気
と
市

全
体
の
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

地
元
の
力
の
入
れ
方
が
違
う
な
、
と
思
い

ま
し
た
ね
。
駅
伝
や
ク
ロ
カ
ン
の
伝
統
の

力
で
し
ょ
う
か
。
と
ん
汁
を
大
盛
り
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
。

佐
藤
正
幸
さ
ん
（
鷹
巣
農
林
高
校
ス
キ

ー
部
長
／
秋
田
県
・
49
歳
）

こ
れ
ま
で
男
子
リ
レ
ー
だ
け
は
優
勝
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ゴ
ー
ル

寸
前
ま
で
の
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
を
制
し
初
め

て
の
優
勝
で
す
。
男

子
総
合
優
勝
も
手
に

し
ま
し
た
。
十
日
町

の
コ
ー
ス
は
、
よ
く

整
備
さ
れ
た
良
い
コ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
田
に
比
べ
て
水
分
が
多
い
雪
質
な
の
で
、

インターハイようこそ！�

全力を出し切った満足感を全身で表す十日町高校
アンカーの小林祐佳選手（３年）

高らかに手を挙げて勝利をおう歌する十日町総合高校
アンカーの宮尾彩子選手（２年）

女子リレー スタート直後のデッドヒート
坂を上る十日町高校（3）１走の保坂選手と
十日町総合高校（4）の中島選手

女
子
３
×
５
㎞
リ
レ
ー
で
優
勝
し
た
十

日
町
総
合
高
校
と
準
優
勝
し
た
十
日
町
高

校
の
選
手
の
声
で
す
。（
敬
称
略
／
右
か
ら
）

●
優
勝
　
十
日
町
総
合
高
校

▼
宮
尾
彩
子
（
２
年
）

個
人
戦
の
悔
し
さ
が
リ
レ
ー
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
紫
央
里
先
輩
と
伊
佐
先
生
を

喜
ば
せ
よ
う
と
ゴ
ー
ル
の
ポ
ー
ズ
を
決
め

て
い
た
の
で
、
実
現
で
き
て
幸
せ
で
す
。

▼
恩
田
紫
央
里
（
３
年
）

レ
ー
ス
の
朝
、
２
人
に
「
力
を
出
し
切

ろ
う
」
っ
て
メ
ー
ル
し
た
ら
、
す
ぐ
に
力

強
い
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
が
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

▼
中
島
由
貴

（
２
年
）

ど
こ
の
学
校
よ
り
、
ど
こ
の
選
手
よ
り

も
こ
こ
の
コ
ー
ス
で
練
習
し
て
き
た
の
で

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
輩
・
先

生
に
恩
返
し
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

●
準
優
勝
　
十
日
町
高
校

▼
小
林
祐
佳
（
３
年
）

気
持
ち
良
く
走
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
を

超
え
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一
つ
に
な
れ

た
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
瀧
澤
三
咲
子
（
３
年
）

焦
ら
ず
に
肩
の
力
を
抜
く
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
自
分
の
力
を
出
し
切
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
が
す
が
し
い
で
す
。

▼
保
坂
美
紀
（
２
年
）

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
が
む
し
ゃ

ら
に
走
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
あ
っ
て
こ

そ
の
入
賞
。
先
輩
大
好
き
で
す
（
笑
）。

２
月
２
日
G
か
ら
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
場
・
苗
場
ス
キ
ー
場
な
ど

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
平
成
19
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
57
回

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）
は
、
６
日
D
に
最
終
種
目
の

男
女
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
女
子
は
十
日

町
総
合
高
校
が
優
勝
、
十
日
町
高
校
が

準
優
勝
と
い
う
、
地
域
に
と
っ
て
感
動

的
な
結
末
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。ま
た
、

鷹
巣
農
林
高
校
（
秋
田
）
と
留
萌
高
校

（
北
北
海
道
）が
歴
史
に
残
る
大
接
戦
を

演
じ
た
男
子
は
十
日
町
高
校
が
６
位
に

入
賞
し
、
全
競
技
の
結
果
で
争
う
学
校

対
抗
（
女
子
）
で
は
、
十
日
町
総
合
高

校
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
５
日
C
に
行
わ
れ
た
男
子

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
、
宮
沢
大
志
選

手
（
十
日
町
高
１
年
）
が
４
位
に
入
り
、

男
子
で
は
個
人
種
目
唯
一
の
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

地
元
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
。
競
技
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
市
民
や
地
元
吉
田
地
区
が
一
丸

と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
、
運
営
を

支
え
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
参
加
し

た
人
た
ち
か
ら
も
、「
十
日
町
の
も
て
な

し
に
感
動
」
と
高
い
評
価
を
受
け
、
来

年
開
催
さ
れ
る
国
体
に
向
け
、
そ
れ
ぞ

れ
大
き
な
手
ご
た
え
を
つ
か
み
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
で
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◆女子10㎞フリー＝②宮尾彩子（十日町総合高２年）

④本山育未（小出高２年　松之山中出）⑦瀧澤三咲

子（十日町高３年）⑧恩田紫央里（十日町総合高３

年）⑩中島由貴（十日町総合高２年）

◆女子５㎞クラシカル＝①本山育未⑨中島由貴

◆男子10㎞クラシカル＝④宮沢大志（十日町高１年）

◆女子３×５㎞リレー＝①十日町総合高（１走：中島

由貴、２走：恩田紫央里、３走：宮尾彩子）②十日

町高（１走：保坂美紀、２走：瀧澤三咲子、３走：

小林祐佳）

◆男子４×10㎞リレー＝⑥十日町高（１走：齋木裕、

２走：金澤郁馬、３走：宮沢大志、４走：中嶋崇仁）

◆学校対抗得点（女子）＝②十日町総合高⑦十日町高

十日町勢の入賞者（10位以内）をお知らせします。 ※○の中の数字は順位

インターハイ競技結果

２月10日A、第３回市民スポーツ大会【スキー】が吉田クロスカントリー競技場（クロスカントリー

競技）・松代ファミリースキー場（アルペン競技）で開催されました。各競技の優勝選手・チームを

紹介します。（敬称略）

第３回市民スポーツ大会【スキー】

男子10㎞クラシカルで４位に入賞した宮沢大志選手の走り

い
大
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
来
年
、
国
体
で
も
っ
と
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

児
玉
　
竹
さ
ん
（
稲
葉
・
68
歳
／
左
）

毎
日
来
て
応
援

し
ま
し
た
。
地
元

の
人
た
ち
の
応
援

が
、
選
手
の
頑
張

り
に
も
つ
な
が
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
み
ん

な
で
盛
り
上
が
っ

た
大
会
で
し
た
。

相
崎
ウ
メ
さ
ん
（
稲
葉
・
68
歳
）

必
死
に
な
っ
て
選
手
み
ん
な
に
応
援
し

て
い
た
ら
、口
が
痛
く
な
り
ま
し
た（
笑
）。

選
手
を
見
て
い
る
と
、
力
や
気
持
ち
が
こ

っ
ち
ま
で
伝
わ
っ
て
き
て
、
自
分
ま
で
滑

っ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
て
力
が
入
る

ん
で
す
よ
。
感
動
し
ま
し
た
。

児
玉
義
昭
さ
ん
（
稲
場
・
41
歳
／
大
会

コ
ー
ス
係
長
）

大
会
期
間

中
、
毎
日
午
前

１
時
30
分
こ
ろ

に
集
合
し
、
２

時
こ
ろ
か
ら
コ

ー
ス
整
備
に
入

り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
は
平
均

ワ
ッ
ク
ス
に
苦
労
し
た
選
手
も
い
た
よ
う

で
す
が
、
逆
に
こ
れ
が
合
う
と
い
う
選
手

も
い
ま
し
た
。
役
員
の
対
応
も
的
確
だ
っ

た
し
、
吹
奏
楽
の
演
奏
も
気
分
転
換
に
な

っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
お
い
し
い
と
ん
汁

も
毎
日
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
岐
篤
市
さ
ん
（
鷹
巣
農
林
高
校
選
手

保
護
者
・
45
歳
）
・
か
お
る
さ
ん
（
45
歳
）

ス
タ
ッ
フ
も

し
っ
か
り
し
て

い
た
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
す

ご
く
や
さ
し
く

て
感
激
し
ま
し

た
。
レ
ー
ス
結

果
も
良
く
て
、

満
足
し
て
帰
れ
ま
す
。

井
口
カ
ズ
子
さ
ん
（
天
池
・
67
歳
）

女
子
リ
レ
ー
で
、地
元
の
高
校
が
１
位
、

２
位
で
ゴ
ー
ル

す
る
の
を
目
の

前
で
見
て
感
動

し
ま
し
た
。
地

元
の
若
い
人
か

ら
お
年
寄
り
ま

で
、
大
勢
の
人
が
応
援
に
来
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。こ
の
コ
ー
ス
は
、

作
る
と
き
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
の
で
感

慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。
本
当
に
素
晴
ら
し

私たちも盛り上がりました！
式典の補助や応援で大活躍の十日町高校
バレー部２年生

男
子
４
×
10
㎞
リ
レ
ー
で
６
位
に
入
賞

し
た
十
日
町
高
校
の
選
手
の
声
で
す
。（
右

か
ら
／
敬
称
略
）

▼
齋
木
　
裕
（
３
年
）

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
出
し
切
っ
た

結
果
で
す
。
う
れ
し
い
で
す
。

▼
中
嶋
崇
仁
（
１
年
）

自
分
の
走
り
が
で
き
ま
し
た
が
ま
だ
ま

だ
で
す
。
来
年
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

▼
金
澤
郁
馬
（
３
年
）

全
力
で
最
高
の
滑
り
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

▼
宮
沢
大
志
（
１
年
）

順
位
を
上
げ
る
こ
と
だ
け
を
思
っ
て
一

生
懸
命
走
り
切
り
ま
し
た
。

し
て
15
人
く
ら
い
で
、
Ａ
・
Ｂ
両
コ
ー
ス

を
圧
雪
車
５
台
と
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
４
台

に
分
乗
し
て
作
業
・
整
備
し
ま
し
た
。
７

時
過
ぎ
に
は
作
業
を
終
え
、
そ
れ
か
ら
仕

事
に
行
く
人
も
い
ま
し
た
。
朝
が
早
い
の

で
、
な
か
に
は
、
家
に
帰
ら
な
い
で
そ
の

ま
ま
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
る
人
も
い
ま
し
た
ね
。

今
回
は
、
雪
が
少
し
ず
つ
降
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
い
い
コ
ー
ス
が
作
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
大
会
に
行
っ
て
研
修
し
て
来
た
成

果
も
出
ま
し
た
ね
。
備
品
整
備
な
ど
来
年

に
向
け
て
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
睡
眠
不
足
だ
け
が

大
変
で
し
た
け
ど
（
笑
）。
全
面
的
な
支
援

体
制
を
組
ん
で
く
れ
た
陸
上
自
衛
隊
第
二

普
通
科
連
隊
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

会
場
周
辺
の
皆
さ
ん
に
は
、
早
朝
作
業
で

大
変
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク

ロ

ス

カ

ン

ト

リ

ー

種　　別

小学２年以下男子

小学２年以下女子

小学３年男子

小学３年女子

小学４年男子

小学４年女子

小学５年男子

小学５年女子

小学６年男子

小学６年女子

中 学 男 子

中 学 女 子

小学男子リレー

小学女子リレー

中学男子リレー

中学女子リレー

１　　　位

佐野　翼（鐙島小学校）

濱野愛美（吉田小学校）

佐藤　寛（吉田小学校）

高橋　柚（吉田小学校）

佐藤　勝（鐙島小学校）

大熊百合菜（吉田小学校）

宮崎大樹（吉田小学校）

高橋鈴菜（鐙島小学校）

春日耀介（吉田小学校）

酒井梨奈（吉田小学校）

鈴木健太（中里中学校）

斎木麻利奈（吉田中学校）

春日耀介、j 大地、小澤　幹（吉田小A）

酒井梨奈、児玉倫花、児玉美希（吉田小A）

春日勇輝、太田祐貴（吉田中１）

水落さやか、斎木麻利奈（吉田中１）

ア
　
　
ル
　
　
ペ
　
　
ン

種　　別

小学３年以下男子

小学３年以下女子

小学４年男子

小学４年女子

小学５年男子

小学５年女子

小学６年男子

小学６年女子

中 学 男 子

中 学 女 子

成 年 女 子

成年男子Ａ

成年男子Ｂ

成年男子Ｃ

成年男子Ｄ

１　　　位

俵山舜平（鐙島小学校）

志賀聖子（松之山SJ）

佐藤　翔（松之山SJ）

志賀愛恵（松之山SJ）

村山　駿（浦田小学校）

植木綾乃（松之山SJ）

富井大智（馬場小学校）

小島鈴菜（当間SC）

小泉健太郎（下条中学校）

湯澤明日香（水沢中学校）

太田　恵（一般）

松澤　航（十日町高校）

山田進吾（スポーツプラザ）

小川圭一（NECソフト）

富井　孝（モンスターRC）
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財政事情のお知らせ
■歳出予算
性質別分析表

（総額326億9,261万円）

そ
　
　
　
の
　
　
　
他
　
　
　
経
　
　
　
費

人　　件　　費
57億5,466万円

（17.6％）

扶　　助　　費
28億1,478万円

（8.6％）

公　　債　　費
50億6,247万円

（15.5％）

物　　件　　費
41億8,093万円

（12.8％）

維 持 補 修 費
10億1,000万円

（3.1％）

補　助　費　等
32億3,770万円

（9.9％）

普通建設事業費
48億3,474万円

（14.8％）

災害復旧事業費
4億5,739万円

（1.4％）

積　　立　　金
5億5,183万円

（1.7％）

投資及び出資金
713万円
（0.0％）

貸　　付　　金
18億7,158万円

（5.7％）

繰　　出　　金
28億7,940万円

（8.8％）

予　　備　　費
3,000万円
（0.1％）

義

務

的

経

費

（41.7％）

投
資
的
経
費

（16.2％）

（42.1％）

■市債の状況
（19年度末残高見込み）

■市税の収入済額
（収納率85.2％）

422億5,840万円

3,700万円

62億5,255万円

206億0,057万円

43億0,454万円

17億6,422万円

752億1,728万円

一 般 会 計

国民健康保
険特別会計

簡易水道
特別会計

下 水 道
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業
会　　計

計

市　民　税

57.1%

31.4%

6.1%

2.3%

2.4%

0.7%

100.0%

35億2,256万円

19億3,388万円

3億7,811万円

1億4,358万円

1億4,703万円

4,116万円

61億6,632万円

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

入　湯　税

都市計画税

計

◆市民１人当たり残高……
121万3千円

※平成19年12月31日現在の人口62,009人で算出

◆市民１人当たり納税済額……
9万9千円

税　　目 税　　額 構成比

財政事情のお知らせ
十日町市

■特別会計予算の執行状況

40億9,515万円

2億9,356万円

45億2,310万円

31億6,298万円

4億6,634万円

14億3,161万円

2億1,594万円

141億8,868万円

36億2,290万円

2億5,554万円

42億8,442万円

36億6,995万円

4億6,942万円

9億1,964万円

2億1,973万円

134億4,160万円

62億8,322万円

4億3,405万円

67億2,163万円

49億1,338万円

15億2,657万円

41億7,699万円

4億6,501万円

245億2,085万円

国民健康保険

診　療　所
（川西・倉俣・中里・室野・松之山）

老　人　保　健

介　護　保　険

簡　易　水　道

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

計

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
及
び
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
平
成
19
年
12
月
31
日
現

在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計予算の執行状況

市  税�
66億�
2,950万円�
（20.3％）�

土木費�
52億�
4,162万円�
（16.0％）�

商工費�
30億3,763万円�
       （9.3％）�

農林水産費 �
18億9,994万円�
　　　    （5.8％）�

教育費�
29億7,681万円�
　　　（9.1％）�

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳 12月末予算

（歳入・歳出326億9,261万円）
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中条地域協議会

10

松代地域協議会

１月29日cに、第９回地域協議会・地域振興会が行

われました。

地域協議会では、特別養護老人ホームの増床と対策

について、社会福祉法人松代福祉会からの資料をもと

に協議したほか、駅周辺開発について、高圧送電線に

よる電磁波の調査結果をもとに協議されました。どち

らも松代地域にとって重要な問題であることから、今

後も継続審議していくことが決まりました。

地域協議会後に行われた地域振興会では、第21回越

後まつだい冬の陣で行われる「７地区振興会対抗綱引

き大会」の開催について協議され、今年度から新種目

として行われることが決定しました。

また来年はＮＨＫの大河ドラマで、上杉家の家老直

江兼続を主人公にした「天地人」が放映されることに

なりました。春日山城から関東に向かった上杉軍の軍

事道路「上杉軍道」は、平成８年11月１日、文化庁か

ら松之山街道として「歴史の道百選」に選定されてい

ます。現在も一部原形を残しているこの「上杉軍道」

を地域内外にアピールし、松代地域の新たな魅力を紹

介しようと「上杉軍道を歩こう（仮称）」の実施が決

定されました。イベントは２日間行われ、５月３日g

は星峠の小豆峠～まつだい駅、４日aはまつだい駅～

薬師峠経由名ヶ山トンネルまでの上杉軍道を歩きま

す。詳しい内容が決まり次第お知らせしますので、大

勢の参加をお待ちしています。

◆◆◆第９回地域協議会・地域振興会開催◆◆◆

１月13日a、第３回中条地域協議会が開催されまし

た。主な議題として、市建設課から「都市計画マスタ

ープラン策定に関わる地域別構想」の説明があり、そ

の内容について委員の皆さんと意見交換を行いました。

この構想は、中条地域が将来どのようにあるべきか、

都市計画を立てる上で地域の課題と目標について検証

し、地域の将来像を示すというものです。

中条地域の整備方針の概要は次のとおりです。

◆歴史資源を生かした地域づくり

市の歴史資源の情報発信拠点的な地域として位置

付け、文化財の保全と良好な管理に努める。

◆平場集落における居住基盤の整備充実

市街地近郊地域は、生活環境を整備することによ

り転入者の受け入れ役を担う地域となる。

◆中山間地の生活利便性の向上

中条地区、大井田地区、飛渡地区のそれぞれ異な

った地域的特徴を有機的につなぎ、地域の活性化を

図る。

◆◆◆第３回地域協議会開催◆◆◆

【これからの検討課題】

大井田地区の「まち・むらトーク」で、新十日町病

院建設地の誘致について提案がありました。漢方の先

駆者尾台容堂の出生地である中条地区としても、漢方

内科の創設と合わせて、地域協議会で建設誘致にむけ

た検討を行い、まとめて提言をしていくことを申し合

わせました。また、大井田地区では、平成20年度に

「大井田の森ふれあい祭り」を計画しています。まち

づくり活動費助成事業の活用と合わせて、地域協議会

でも支援していく方向で検討しています。

■問合せ　総合政策課自治振興係（1757-3193） 十日町地域の各公民館　各支所地域振興課自治振興係

財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

◎市町村別負担金状況

◎組合財産の状況

会　　計　　名 支 出 済 額 執行率収入率収 入 済 額予算現額

16億3,861万円

4,788万円

16億8,649万円

13億5,629万円

3,609万円

13億9,238万円

82.8％

75.4％

82.6％

11億1,241万円

3,556万円

11億4,797万円

67.9％

74.3％

68.1％

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

合　　　計

会 計 名
市町村名 合　　　計 構成比家畜指導診療所特別会計一 般 会 計

12億3,687万円

2億5,485万円

14億9,172万円

1,179万円

1,173万円

2,352万円

12億4,866万円

2億6,658万円

15億1,524万円

82.4％

17.6％

100.0％

十 日 町 市

津　　南　　町

合　　　計

72,948.97㎡土　　　　地

20,989.69㎡建　　　　物

2,651万円基　　　　金

芸術作品そ の 他

◎組合債の現在高状況

金　　　額目　的（事業名）

1,395万円

1億7,684万円

25億2,434万円

1,287万円

4,647万円

27億7,447万円

消防庁舎建設事業

消防施設整備事業

地域総合整備事業

防 災 対 策 事 業

災 害 復 旧 事 業

計

※土地については、里創プラン用地を掲載。その他土
地は、施設所在市町より借地

◎災害発生及び出動（件） （平成19年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 圏　域　外 合　　計津　南　町十 日 町 市

2 7

1 , 5 2 4

3 3

1 0 3

1 , 6 8 7

1 1

3 2 4

8

3 5

3 7 8

0

3 6

3

1

4 0

3 8

1 , 8 8 4

4 4

1 3 9

2 , 1 0 5

火災発生件数

救　急　出　動

救　助　出　動

その他の火災出動

合　　　計

◎家畜指導診療等実績 （平成19年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 合　　　計津　南　町十 日 町 市

1 , 3 1 1 件

1 2 件

3 , 5 4 5 頭

4 , 8 6 8 あ

1 , 8 2 0 件

2 5 3 件

3 , 0 3 7 頭

5 , 1 1 0 あ

3 , 1 3 1 件

2 6 5 件

6 , 5 8 2 頭

9 , 9 7 8 あ

指導診療事業

家畜改良事業（受精卵取扱）

防　疫　事　業

合　　　計
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生活交通基本計画の施策概要などを検討しました

問合せ：総合政策課 企画政策係　1757-3193（内線231）

１月31日e、第４回生活交通基本計画策定委員会が開催され、事業、

取組など施策の概要を中心に議論を行いました。また、各地域協議会

から出された意見や要望を一覧にし、計画の方針との整合を確認しま

した。

施策の概要案の一部を紹介します。

◇鉄道・バス・タクシーの連携による移動手段の確保
基幹交通の鉄道、主に二次交通を担うバス、多様なサービスを提

供するタクシーの三者の連携により、それぞれの特性を生かした輸

送サービス網の整備を進める。

◇利用増進に向けた運行サービスの提供
公共交通の利用を促すため、利用頻度に応じた付加サービスの導入を進める。さらに各交通手段の相互利用な

ど、多様なサービスを研究していく。

◇市民が公共交通を守るという意識づくり
広報紙やフォーラムの開催など、多様な媒体や機会の活用により市民の公共交通への関心を高めるとともに、

環境負荷の抑制からも、積極的に利用するよう意識づくりを進める。

今後の予定として、３月下旬に５回目の委員会を開催し、計画書の全体を検討します。その結果を、計画案

として市民の皆さんに公開する予定です。

◆募集期間：～３月５日d（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁建設課、市ホームページ

（http://www.city.tokamachi.niigata.jp）

◆意見の提出方法：

①郵便　〒948-8501 十日町市千歳町3-3

建設課都市計画係

②FAX 752-4635

③電子メール　th-kensetsu@city.tokamachi.niigata.jp

◆その他：パブリックコメントの結果公表は、３月中旬に

本庁建設課での閲覧・配布及び市ホームページで行う予

定です。

◆問合せ：十日町市建設課都市計画係　1757-3117

十
日
町
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）の

十
日
町
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

◆募集期間：～３月10日b（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁介護国保課、各支所市

民生活課、公民館、情報館、分庁舎、市ホー

ムページ（http://www.city.tokamachi.

niigata.jp）

◆意見の提出方法：

①郵便　〒948-8501 十日町市千歳町3-3

介護国保課国保係

②FAX 752-4635

③電子メール　th-kaigo@city.tokamachi.

niigata.jp

◆問合せ：介護国保課国保係　1757-3735

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
（
案
）の

十
日
町
市
国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
（
案
）の

十
日
町
市
国
民
健
康
保
険

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

平成20年度から始まる、40歳から74歳の人

を対象とする特定健診・特定保健指導を円滑に

実施するための計画について、広く市民の皆さ

んからの意見を募集します。

市では、都市計画法第18条の２に基づく「都市計画マ

スタープラン（案）」を作成しました。この計画は、市の

将来都市像を実現するため、都市計画の総合的な理念・目

標とこれを実現するための基本方針を定めたものです。皆

さんの意見をお寄せください。

雪
ア
ー
ト
に
歓
声

新
し
い

冬
の
風
物
詩
に

十
日
町
雪
ま
つ
り
開
催
期
間
中
の
２
月

16
日
g
・
17
日
a
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
周

辺
で
大
地
の
芸
術
祭
冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
越
後
妻
有

２
０
０
８
冬
」
の
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
「
越
後
妻
有
　
雪
ア
ー
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
新
潟
県
内
在
住

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
11
人
と
、
共
催
者
と
し

て
準
備
・
制
作
段
階
か
ら
全
面
的
に
か
か

わ
っ
た
貝
野
地
区
振
興
会
を
中
心
に
、
芸

術
祭
事
業
を
通
じ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
、
ま
さ

に
地
域
住
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
協
働
に

よ
る
ア
ー
ト
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
会
場
は
「
雪
ア
ー
ト
ひ
ろ
ば
」
と

し
て
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
お
ま
つ
り
ひ
ろ

ば
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、
芸
術
祭
事
業
と

雪
ま
つ
り
の
相
乗
効
果
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
に
は
大
勢
の
鑑
賞
者
が
訪

れ
、
人
工
物
と
自
然
の
雪
を
組
み
合
わ
せ

た
「
は
し
ご
の
森
ア
ー
ト
」、「
雪
ぼ
う
し
」

の
不
思
議
な
造
形
や
巨
大
な
「
雪
上
絵
」

を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
「
雪
国
ロ
マ
ン
山
ぞ
り
」
や

「
雪
の
ボ
デ
ィ
ア
ー
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」
と
い
っ
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
人
気

を
集
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大

勢
の
人
が
参
加
し
て
、
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ら
れ
た
温
か
い
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地

域
住
民
に
よ
る
心
温
ま
る
も
て
な
し
や
ふ

る
ま
い
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
鑑
賞
者
の
気

持
ち
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
こ
の
「
雪
ア
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
と
お
し
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
協
働
作
業
、
来
訪
客
と
の

交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
貝
野

地
区
の
皆
さ
ん
の
顔
に
は
充
実
感
と
達
成

感
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

初
の
試
み
な
が
ら
大
成
功
に
終
わ
っ
た

「
越
後
妻
有
　
雪
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
十
日
町
の
冬

の
風
物
詩
に
加
わ
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
ア
ー
ト
か
ま
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
周
辺
で
は
、「
貝
野
汁
」
と
名
付
け

冬
」�

越後妻有

雪アート･

 プロジェクト

越後妻有

雪アート･

 プロジェクト

巨大な乗りもの？「雪国ロマン山ぞり」

一瞬の青空に映える「雪ぼうし」のアート

雪
の
ボ
デ
ィ
ア
ー
ト
に
挑
戦
！
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

が
、
１
人
を
抜
き
、
順
位
を
上
げ
て
３
区

へ
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
服
部
選
手
は
、
「
前

を
走
る
選
手
の
後
ろ
姿
を
追
う
こ
と
だ
け

に
集
中
し
て
走
り
ま
し
た
。
高
校
生
や
大

学
生
の
先
輩
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、
力
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
県

中
学
校
駅
伝
大
会
に
は
３
年
生
部
員
が
多

く
出
場
す
る
の
で
、
全
国
を
狙
っ
て
頑
張

り
た
い
」
と
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま

し
た
。

新
潟
県
チ
ー
ム
の

最
終
順
位
は
45
位
で

し
た
が
、
中
里
中
陸

上
部
顧
問
の
佐
藤
先

生
や
江
村
コ
ー
チ
な

ど
関
係
者
は
、
今
後

の
服
部
選
手
を
中
心

と
し
た
「
里
中
」
の

活
躍
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

１
月
20
日
a
、
広
島
市
で
行
わ
れ
た
第

13
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走

大
会
（
平
和
記
念
公
園
前
発
着
、
７
区
間

48
㎞
）
に
、
如
来
寺
の
服
部
勇
馬
選
手
（
中

里
中
２
年
）
が
新
潟
県
代
表
メ
ン
バ
ー
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

第
２
区
３
㎞
の
中
学
生
の
区
間
を
走
っ

た
服
部
選
手
は
、
各
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た

強
豪
選
手
の
中
で
健
闘
し
、
区
間
37
位
の

９
分
12
秒
と
い
う
記
録
で
力
走
。
１
区
の

選
手
か
ら
46
位
で
た
す
き
を
受
け
ま
し
た

越後まつだい冬の陣 雪像コンテスト

雪像制作グループ募集中！

２
月
５
日
c
か
ら
11
日（
建
国
記
念
日
）

に
か
け
て
、
ま
つ
だ
い
早
稲
田
じ
ょ
ん
の

び
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
「
松
代
雪
ほ
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
、
早

稲
田
大
学
生
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
週
間
に
も
お
よ
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

松
代
地
域
内
の
福
祉
施
設
や
民
家
の
雪
掘

り
、松
代
小
学
校
・
松
代
高
校
と
の
交
流
、

民
泊
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
。
２
月
６

日
d
に
は
、
昨
年
に
続
い
て
松
代
高
校

（
佐
藤
謙
一
校
長
）
を
訪
問
し
、
高
校
生

と
い
っ
し
ょ
に
し
め
縄
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
大
学
生
活
の

様
子
や
受
験
勉
強
の
苦

労
話
な
ど
を
高
校
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
。
最
後
に

早
稲
田
大
学
校
歌
を
歌

い
、
生
徒
に
エ
ー
ル
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ブ
代
表
の
増
住
恭
平

さ
ん
（
法
学
部
２
年
）

は
、
「
早
大
生
と
松
代

の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
交
流
を
通
じ
て
、
お

互
い
が
楽
し
ん
で
成
長
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
学
生
一
人

ひ
と
り
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
形
で
継
続
的
に
松
代
と
か
か
わ
っ
て

い
け
た
ら
最
高
で
す
ね
。
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
松
代
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

と
熱
い
想
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
早
大
生
が
や
っ
て
き
た
！

松
代
雪
ほ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
８

３
〜
４
月
ご
ろ
の
夜
中
か
ら
明
け
方
に

「
ヒ
〜
ヒ
ョ
ウ
〜
」と
い
う
不
気
味
な
声
を

耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
不
幸
な
死

を
遂
げ
た
人
の
霊
魂
が

嘆
い
て
い
る
よ
う
で
ゾ

ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

声
の
主
は
「
ト
ラ
ツ
グ

ミ
」。『
平
家
物
語
』
で

近
衛
天
皇
を
悩
ま
せ
、

源
三
位
頼
政
が
弓
で
射
落
と
し
た
鵺ぬ
え

と
い

う
怪
物
に
似
た
声
だ
と
い
う
の
で
鵺
鳥
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

松
代
の
野
鳥
博
士
・
関
谷
八
郎
さ
ん
の

庭
に
あ
る
野
鳥
た
ち
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

常
連
の
ス
ズ
メ
や
メ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
な
ど
を
は
じ
め
、
シ
ロ
ハ
ラ
な
ど
の
珍

客
も
あ
り
に
ぎ
や
か
で
す
。
今
年
の
冬
は

ト
ラ
ツ
グ
ミ
も
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

干
し
柿
の
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上

が
っ
て
い
る
写
真
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
、
夏

は
こ
の
あ
た
り
の
山
で
繁
殖
し

ま
す
が
、
冬
は
無
雪
の
平
地
に

移
動
す
る
の
で
、
冬
の
お
客
と

し
て
は
珍
し
い
で
す
。
不
気
味

な
声
の
主
も
、
素
顔
は
普
通
の

ツ
グ
ミ
に
似
て
か
わ
い
い
顔
で
す
ね
。

（
文
　
高
橋
八
十
八
・
写
真
　
関
谷
八
郎
）

ト
ラ
ツ
グ
ミ

トラツグミ

越後まつだい冬の陣で雪像を制作してくれるグル

ープを募集しています。冬の陣開催中の雪像制作な

ので、作る人も見る人も楽しめる新企画です。

◆制作日時：３月８日g午前９時～午後５時

◆制作場所：冬の陣会場内（松代総合グラウンド）

◆大きさ：1.8m×1.8m×1.8mの雪柱を用意します

◆申込条件：職場・学校など２人以上のグループ

◆募集数：先着10団体　　　◆参加費：無料

◆賞　金：優勝１万円、参加賞5,000円

◆申込み：冬の陣実行委員会　1597-2220

服
部
選
手
県
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
力
走

―
第
13
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
―

広島路を力走する服部選手

場
で
中
里
地
区
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
ス
キ
ー
場
の
カ
ラ
松
コ
ー
ス

を
使
っ
て
行
わ
れ
た
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

（
大
回
転
）
の
部
に
は
、
小
学
１
年
生
か

ら
一
般
ま
で
の
37
人
が
出
場
。
吹
雪
で
視

界
が
悪
い
中
、
選
手
た
ち
は
果
敢
に
ポ
ー

ル
を
攻
め
て
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
の
部
で
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
わ

き
の
起
伏
の
あ
る
原
野
を
活
用
し
た
０
・

５
㎞
〜
５
・
０
㎞
の
各
コ
ー
ス
を
、
小
学

１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
約
３
０
０
人

が
力
走
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
記
録
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
は
中

里
地
域
の
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会
も
兼

ね
、
男
女
混
合
学
校
対
抗
リ
レ
ー
で
は
田

沢
小
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

吹
雪
に
も
負
け
ず

乗
り
越
え
る
力
を
！

―

中
里
地
区
ス
キ
ー
大
会

―

「ドリーム・キャンドルロード」に
あなたの思いを託しませんか

雪原カーニバルなかさと2008実行委員会事
務局　中里支所地域振興内　1763-2511

問合せ

雪原カーニバルなかさと2008の「夢の架け橋」企

画、ドリーム・キャンドルロード。それぞれの願いや

思いを書いたカップを使ってキャンドルを立て、雪原

に光の道を作ります。カップには、事前に中里地域の

小学生から思いを書いてもらいますが、一般の人から

も先着50人として会場にて受け付けます。

夢や願いを込めてキャンドルに優しい明かりをとも

せば、きっとその気持ちは届くことでしょう。この機

会にあなたの思いを届けてみませんか！

２
月
３
日
a
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
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「だれでも」「いつでも」「世代を超えて」「好きなレベルで」「いろいろなスポーツを」
楽しめる地域スポーツが「総合型地域スポーツクラブ」です

国のスポーツ振興基本計画では、総合型地域スポーツクラブの全国展開を最重点施策として

計画的に推進し、平成22年までに、全国の各市区町村において少なくても１つは総合型地域ス

ポーツクラブを育成することを目標に掲げています。十日町市では20年３月に、総合型地域ス

ポーツクラブ「ネ－ジュスポーツクラブ」が設立されることになりました。
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今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
、
角
間
の

人
た
ち
が
、
ま
だ
仏
さ
ま
と
い
う

も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
ろ
の
こ

と
で
す
。

一
人
の
坊
さ
ん
が
、
清
津
峡
に

近
い
こ
の
ム
ラ
を
通
り
か
か
り
ま

し
た
。
夏
の
盛
り
に
山
越
え
の
難

所
を
越
え
て
来
た
の
で
へ
と
へ
と

に
疲
れ
、
の
ど
は
カ
ラ
カ
ラ
に
乾

い
て
い
ま
し
た
。

坊
さ
ん
は
道
ば
た
の
家
を
た
ず

ね
、「
も
し
、
水
を
一
杯
恵
ん
で
く

だ
さ
ら
ん
か
」
と
頼
み
ま
し
た
。

家
で
は
、
ア
ネ
サ
が
ギ
ー
コ
ラ
、

バ
ッ
タ
ン
と
機
織
り
を
し
な
が
ら

見
向
き
も
せ
ず
、「
水
な
ん
か
ね
ー

よ
」
と
一
言
。

坊
さ
ん
は
隣
の
家
に
行
き
ま
し

た
が
、「
お
ら
ど
こ
の
水
は
旅
の
衆

に
は
苦
過
ぎ
て
、
飲
ま
ん
ね
や
ん

だ
」
と
、
ま
た
断
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
家
で
も
、
そ
の
ま
た
隣
の
家

で
も
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
と
う
と

う
日
が
暮
れ
て
も
、
ご
飯
は
お
ろ

か
一
杯
の
水
さ
え
口
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

坊
さ
ん
は
た
め
息
を
つ
い
て
、

「
わ
し
は
ご
飯
も
水
も
い
ら
ん
が
、

哀
れ
な
の
は
こ
の
ム
ラ
の
衆
じ
ゃ
。

あ
の
様
子
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
仏
の
あ
り
が
た
さ
と
い
う
も

の
を
知
ら
ず
に
行
く
じ
ゃ
ろ
う
…
」

と
、
一
人
つ
ぶ
や
き
涙
を
流
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、「
せ
め
て
、
わ
し
が
こ

こ
に
来
た
こ
と
を
後
々
の
人
た
ち

に
知
ら
せ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

い
つ
か
は
仏
の
教
え
を
受
け
入
れ

る
日
も
来
る
じ
ゃ
ろ
う
」
と
言
い

な
が
ら
、
か
た
わ
ら
に
生
え
て
い

た
小
さ
な
杉
の
木
を
ね
じ
り
ま
し

た
。「

こ
の
ま
ま
伸
び
よ
！
」。坊
さ

ん
は
そ
う
言
う
と
、
い
ず
こ
と
も

な
く
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

小
杉
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り

ま
し
た
が
、
坊
さ
ん
の
言
い
つ
け

ど
お
り
ね
じ
れ
た
ま
ま
伸
び
て
い

き
ま
し
た
。
何
百
年
た
っ
て
も
、

杉
は
ね
じ
れ
た
ま
ま
で
す
。

こ
れ
を
見
て
、
ム
ラ
の
衆
は
よ

う
や
く
仏
の
力
と
坊
さ
ん
の
偉
大

さ
を
知
り
、
仏
さ
ま
を
信
ず
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
の
坊
さ
ん
は
弘
法
大
師
に

違
い
ね
」。だ
れ
言
う
と
も
な
く
そ

ん
な
話
が
伝
わ
り
、
杉
は
「
弘
法

さ
ま
の
ね
じ
り
杉
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
ね

じ
り
杉
は
ム
ラ
の
宝
と
し
て
、
村

人
た
ち
か
ら
大
切
に
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ね
じ
り
杉
は
、
幹
だ
け
で
な
く

枝
も
、
根
元
か
ら
生
え
る
小
杉
も

み
ん
な
親
杉
と
同
じ
よ
う
に
ね
じ

れ
、
伸
び
て
い
ま
す
。
県
指
定
天

然
記
念
物
。（
Ｐ
30
参
照
）

『
郷
土
史
な
か
さ
と
』
ほ
か
よ
り

「
ね
じ
り
杉
」の
巻

（
角
間
）

五
十
川
み
な
み
さ
ん
│
│
明
る
さ
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
一
致
団
結
す
る
と
こ
ろ
が
と
り

え
の
ク
ラ
ス
で
す
。
体
育
祭
の
学
級
対
抗
リ
レ

ー
優
勝
は
、
バ
ト
ン
の
か
け
声
を
み
ん
な
で
相
談

し
て
決
め
一
生
懸
命
練
習
し
た
結
果
ゲ
ッ
ト
で

き
た
も
の
。
練
習
も
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

小
海
南
さ
ん
│
│
残
さ
れ
た
中
学
校
生
活
の
中

で
一
日
一
日
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て

一
生
心
に
残
る
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。
高

校
生
に
な
る
と
地
域
も
広
が
る
の
で
、
新
し
い

友
だ
ち
が
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

崎
田
陽
子
先
生
│
│
中
学
校
卒
業
は
一
つ
の
大

き
な
転
機
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
友
だ
ち
と
の

思
い
出
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
中

学
校
生
活
の
ま
と
め
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
進
学
し
た
ら
、
部
活
動
や
勉
強
で
中
学
校

の
と
き
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

川西中学校３年２組 32

正義の心を持ち、３年生として学校の中心と

なって頑張っていこう！という気持ちを込めた

クラス目標は「ヒーロー」。一人ひとりが主役の

３年２組40人の仲間たち。卒業を間近に控えた

今、クラスの団結力で勝ち取った体育祭での応

援・学級対校リレーの優勝を心に刻み、受験モ

ードもラストスパートに入っています。

選
手
た
ち
の
頑
張
り
に
大
拍
手

本
庁
舎
隣
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
４

本
の
懸
垂
幕
が
輝
い
て
い
ま
す
。

石
川
県
白
山
市
で
行
わ
れ
た
全
中

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
カ
ン
の
松
代
中
・

佐
藤
友
樹
、
下
条
中
・
小
林
洋
介
、

長
谷
川
悠
、
吉
田
中
・
野
上
茉
弥
、

齋
木
麻
利
奈
、
春
日
菖
吾
選
手
の
活

躍
を
祝
し
た
も
の
。

そ
し
て
吉
田
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
ク
ロ
カ
ン
の
松
之
山
中
卒
小

出
高
・
本
山
育
未
、
十
総
高
・
中
島

由
貴
、
恩
田
紫
央
里
、
宮
尾
彩
子
、

十
高
・
保
坂
美
紀
、
瀧
澤
三
咲
子
、

小
林
祐
佳
、
齋
木
裕
、
金
澤
郁
馬
、

宮
沢
大
志
、
中
嶋
崇
仁
選
手
の
活
躍

を
祝
し
た
も
の
で
す
。

毎
朝
こ
の
素
晴
ら
し
い
成
績
を
見

上
げ
な
が
ら
出
勤
し
て
い
ま
す
が
、

地
元
中
高
校
生
の
頑
張
り
は
、
私
た

ち
に
大
き
な
感
動
と
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
地
元
女
子
リ
レ
ー

選
手
の
ワ
ン
ツ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
い
う
劇
的
ド
ラ
マ
に
は
、
本
当
に

大
興
奮
し
ま
し
た
。
ま
た
男
子
リ
レ

ー
の
ア
ン
カ
ー
秋
田
県
鷹
巣
農
林
の

近
藤
、
北
海
道
留
萌
の
米
倉
選
手
の

５
キ
ロ
２
周
に
わ
た
る
ト
ッ
プ
争
い

の
力
走
も
見
事
で
し
た
。
ま
さ
に
心

技
体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備
わ
っ
た
一

流
選
手
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
来
年
２
月

の
国
体
開
催
の
前
し
ょ
う
戦
と
い
う

こ
と
で
、
大
会
運
営
に
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
役
員
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
「
十
分
自
信
が
深
め

ら
れ
た
」
と
力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
ス
キ
ー
協
会
、
小
中
高
校
の

先
生
、
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
役

員
、
温
か
い
も
て
な
し
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
子
ど

も
た
ち
の
目
標
実
現
に
向
け
て
の
指

導
や
、
大
会
運
営
に
関
し
て
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
大
会
で
、
吉
田
の
コ
ー
ス

が
景
色
の
素
晴
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
し
、
力
走

す
る
選
手
を
間
近
で
応
援
す
る
楽
し

み
も
味
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
す

ま
す
地
元
で
の
国
体
が
待
ち
遠
し
く

な
り
ま
し
た
。

〈
三
十
二
〉

その32

ネージュスポーツクラブの運営スタッフを募集します
あなたも市民によるクラブ創りに参加しませんか！

《種類・活動内容》

①指導スタッフ：クラブが主催、または協力団体が主

催するスクールなどで指導・指導補助

②イベントスタッフ：クラブが主催、または協力団体

が主催するイベントの運営

③企画・運営スタッフ：クラブの事業を企画・運営

④広報・メディアスタッフ：クラブの広報・PR（ホー

ムページ編集など）活動

⑤事務スタッフ：クラブ運営に関わる事務

《加入資格》

中学生以上　※20歳未満の人は登録時に保護者の同

意が必要です

《申込み方法》

申込み用紙（総合体育館、各公民館に配置）に必要

事項を記入し、総合体育館、各公民館に持参または

FAXで申込んでください。

問合せ　 総合体育館 1752-4377   またはネ－ジュスポーツクラブ設立準備委員会事務局 1757-1889
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２月５日c、光の館（元町）で、同館の建設と運営にかか

わる人たち約30人が集いました。光の館は、平成12年の第

１回大地の芸術祭の中心的作品の一つで、さまざまな光と劇

的に変化する空の色を体感できる宿泊施設として、今も高い

人気があります。この日は、作者のジェームズ・タレル氏が

数年ぶりに来館・宿泊するのに合わせて関係者が歓迎会を開

いたもの。タレル氏は、「光の館が皆さんの力で地域に溶け込

み、日本ならではの作品に成長してうれしい」と語り、参加

者からは「変わらないね」「やっぱりお酒が強い」などの声

があがり、再会を喜び合っていました。

光の館で再会

真っ白な雪に感激！─沖縄県久米島町の小学校と交流─

縄
文
食
作
り
に
挑
戦

子
ど
も
博
物
館

tokamachi topics

市と姉妹都市を結ぶイタリア・コモ市から、２人の交換留

学生が来市しました。青少年交換留学は、当市とコモ市の民

間国際交流団体ファミリア・コマスカとで、相互理解と次代

を担う青少年の育成を目的に昨年から行われているもので今

年で２回目。今回来市したのは、アンドレア　バイアモンテ

さん（19歳・高校生/前列左）とフィリッポ　バーリさん

（24歳・大学生）で、昨年12月に当市から派遣した留学生の

家庭に約２週間の予定でホームステイをし、日本の文化を体

験します。バーリさんは、「スポットが当たる大都会だけでな

く地方のことを知るのも楽しみです」と話していました。

２
月
９
日
g
、
新
潟
市
で
「
新
潟
県
の
観
光

を
考
え
る
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
新
潟
県
観

光
復
興
戦
略
会
議
主
催
）
が
行
わ
れ
、
県
内
の

観
光
や
地
域
振
興
に
か
か
わ
る
人
た
ち
約
２
０

０
人
が
集
い
ま
し
た
。
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
昨
年
10
月
に
行
わ

れ
た
「
に
い
が
た
狼
煙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実

施
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
狼
煙
写

真
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
市
内

か
ら
は
参
加
団
体
部
門
で
峰
の
薬
師
城
が
特
別

賞
（
写
真
）
を
、
口
上
部
門
で
節
黒
城
が
最
優

秀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

姉妹都市コモ市から交換留学生来市

の
ろ
し
ア
ピ
ー
ル
で
受
賞

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

沖縄県久米島町の小学生14人と引率者４人が、2月14日e～17日

aの間「なかさと交流」として当市を訪れ、地域内の小学生と友情を

深めました。15日は合同歓迎式の後、訪問先の各小学校に分かれてそ

り遊びや雪合戦を楽しみ、新雪の中に倒れこむなどしてはしゃぎなが

ら雪の感触を確かめていました。16日は、それぞれのホームステイ先

の家族と初めてのスキーにチャレンジ。ほかにも、近くの温泉に入っ

たり十日町雪まつりを見学したりして雪国の文化を満喫しました。こ

の交流は、合併前から同名市町村として行われていたもので、今回で

第34回目となります。７月には、中里地域の小学生が第35回として

久米島町にホームステイすることになっています。

みんな仲良く大はしゃぎ！　やまて・中条交流

２月８日fから10日aにかけて、中条地区でやまて・中条交流事

業が行われました。12回目の今年は、山手小学校（岡山県総社市）

の６年生など63人が来市。９日gには、博物館見学をした後、中条

小学校でクロスカントリースキー体験や、雪合戦やすべリ台、雪つみ

ゲームなどの雪国遊び体験が行われ、グラウンドには児童たちのにぎ

やかな声が響いていました。山手小学校の高谷麻衣さんは、「十日町

に来たのは初めてだったけど、友だちもできたし雪遊びもとても楽し

いです」と話し、中条小学校の石原唯さんは、「夏に会ったときから

みんな変わってなくて、いっしょに遊べてうれしいです」と遠いまち

の友だちとの再会を喜んでいました。

２
月
９
日
g
、
博
物
館
で
子
ど
も
博
物
館
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
縄
文
人
が
食
べ
て

い
た
と
さ
れ
る
「
ど
ん
ぐ
り
」
を
使
っ
て
ク
ッ

キ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
を
作
る
体
験
で
、
市
内
の
小

学
生
10
人
が
参
加
。
ク
ッ
キ
ー
は
、
ア
ク
抜
き

し
た
ど
ん
ぐ
り
に
小
麦
粉
、
あ
わ
、
玉
子
な
ど

を
加
え
て
蒸
し
て
焼
き
、
コ
ー
ヒ
ー
は
ど
ん
ぐ

り
を
砕
き
、
い
り
、
抽
出
し
て
作
り
ま
す
。
出

来
上
が
っ
た
ク
ッ
キ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
を
試
食
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ク
ッ
キ
ー
な
の
に
あ

ま
り
甘
く
な
い
」
「
昔
の
人
は
大
変
だ
っ
た
ん

だ
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

魚
の
骨
？

何
や
ら
丁
寧
に
形
を
整
え
て
い
る
職
員
た
ち
。

彼
ら
の
作
っ
て
い
る
も
の
は
一
体
何
な
の
か
…

魚
の
骨
？
い
い
え
、
違
い
ま
す
。
ト
ン
ボ
？
そ

れ
に
し
て
は
羽
が
多
す
ぎ
ま
す
。
実
は
こ
れ
、

か
ぶ
の
葉
っ
ぱ
な
の
で
す
。
市
役
所
裏
の
千
歳

公
園
に
作
ら
れ
た
雪
像
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
は
、

夢
と
魔
法
の
国
の
住
人
や
未
来
か
ら
来
た
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
か
ぶ
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
雪
像
の
よ
う
に
職

員
み
ん
な
で
協
力
し
て
頑
張
っ
た
成
果
？
で
、

見
事
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
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●
日
時
＝
３
月
８
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参

加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
建
設
課
監

理
係
（
内
線
３
３
１
）

中
越
大
震
災
に
よ
り
全
村
民
が
避

難
し
た
村
で
懸
命
に
生
き
抜
い
た
犬

の
親
子
の
実
話
を
描
い
た
感
動
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
迫
力
の
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
楽
し
め
ま
す
。
●
日

時
＝
３
月
２
日
a
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝

千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
「
山
古
志
村
の
マ

リ
と
三
匹
の
子
犬
」「
南
極
の
王
様

ペ
ン
ギ
ン
家
族
物
語
」
●
問
合
せ
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
７
６
８
│
２
３
０
８
）

内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

全
10
回
コ
ー
ス
で
す
。
●
日
時
＝
３

月
27
日
e
〜
５
月
29
日
e
の
毎
週
木

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
15
分
●

会
場
＝
明
石
の
湯
●
受
講
料
＝
全
10

回
コ
ー
ス
１
５
、
０
０
０
円
（
教
材

費
・
入
館
料
込
み
）
●
対
象
＝
成
人

男
女
●
定
員
＝
先
着
18
人
●
講
師
＝

関
口
陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア
ド
ゥ
21
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
の
動
向
や

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
状
況
、
成
功
・

失
敗
事
例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
３
日
b
午
後
２
時
〜

４
時
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所

●
受
講
料
＝
無
料
●
講
師
＝
石
田
明

子
氏
（
楽
天
㈱
楽
天
市
場
店
舗
開
発

部
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

商
工
会
議
所
（
1
７
５
７
│
５
１
１

１
）

小
学
校
高
学
年
以
上
が
対
象
の
朗

読
会
で
す
。
●
日
時
＝
３
月
２
日
a

午
後
２
時
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
入

場
料
＝
５
０
０
円
●
朗
読
者
＝
お
つ

き
ゆ
き
え
さ
ん
（
東
京
在
住
）
●
問

合
せ
＝
春
日
（
1
７
５
７
│
６
２
６

１
）
※
夜
間
の
み

一
般
公
開
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

３
月
13
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
計
画
調
整
課
（
1
７
５
７
│

５
４
０
８
）

「
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
」

「
手
に
職
を
つ
け
た
い
」
と
い
う
人

な
ど
を
対
象
に
、
職
業
訓
練
（
１
年

以
内
の
訓
練
）
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
校
内
見
学

も
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
16
日

a
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
た
は
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
●
会
場
＝
県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
上
越
市
）

※
申
込
み
不
要
●
問
合
せ
＝
県
立
上

越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1
０
２
５
│

５
４
５
│
２
１
９
０
）

●
日
時
＝
３
月
７
日
f
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
●
会
場
＝
国
際
大
学
（
南

魚
沼
市
）
●
受
講
料
＝
無
料
●
講

師
＝
国
分
良
成
氏
（
新
日
中
友
好
21

世
紀
委
員
会
事
務
局
長
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
５
日
d
ま
で
に

国
際
大
学
研
究
所
（
1
０
２
５
│
７

７
９
│
１
１
８
７
）

交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
事
故

に
遭
っ
た
場
合
に
市
町
村
と
し
て
救

済
対
策
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

県
内
全
市
町
村
で
行
う
県
民
相
互
救

済
制
度
で
す
。
近
年
の
交
通
事
故
の

減
少
に
よ
り
、
20
年
４
月
か
ら
会
費

は
据
え
置
き
で
見
舞
金
が
増
額
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
●

会
費
＝
１
人
５
０
０
円
●
申
込
み
＝

各
世
帯
に
配
布
し
た
申
込
書
に
記
入
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市
内
に
10
か
所
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
の
う

ち
、
十
日
町
局
舎
は
昨
年
段
階
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
よ
る
独
自
の
基
盤
整
備
が
確
定

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年

仮
申
込
書
の
と
り
ま
と
め
作
業
を
行
い
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
数
値
を

上
回
っ
た
千
手
・
土
市
・
田
沢
・
松
代
・

松
之
山
・
下
条
の
６
局
舎
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
が
独
自
に
基
盤
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
数
値

に
届
か
な
か
っ
た
仙
田
・
室
野
・
飛
渡
の

３
局
舎
は
、
市
が
基
盤
を
整
備
し
、
こ
れ

を
Ｉ
Ｒ
Ｕ
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
し

出
し
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
局
舎
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
基
盤
整
備

サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
20
年
度
第
４
四
半

■
問
合
せ
　

地
域
情
報
化
推
進
室
情
報
政
策
係

1
７
５
７
―
３
１
９
６

21
年
夏
ま
で
に
空
白
地
帯
解
消

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
基
盤
整
備
は
、
十
日
町
市
高

速
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
昨
年
、
仮

申
込
書
を
取
り
ま
と
め
、
先
月
９
日
に
は
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
新

潟
支
店
に
基
盤
整
備
の
要
望
書
を
あ
げ
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

整
備
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
（
冬
）
に
千
手
・
土
市
・
下
条
の
３
局

舎
、
そ
の
後
、
３
か
月
程
度
遅
れ
て
平
成

21
年
度
第
１
四
半
期
（
春
）
に
田
沢
・
松

代
・
松
之
山
・
仙
田
・
室
野
・
飛
渡
の
６

局
舎
で
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、

最
も
大
き
な
十
日
町
局
舎
は
、
エ
リ
ア
を

区
切
っ
て
随
時
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
遅

く
と
も
平
成
21
年
度
第
２
四
半
期
（
夏
）

ま
で
に
は
全
エ
リ
ア
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
日
町
市
で
は
遅
く
と

も
平
成
21
年
夏
ま
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

空
白
地
帯
が
解
消
さ
れ
、
昨
年
９
月
に
策

定
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
基
本
方
針

の
一
つ
で
あ
る
「
市
内
の
ど
こ
で
暮
ら
し

て
い
て
も
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
」
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

高速インターネット（Bフレッツ）基盤整備の概要

NTT局舎名
ガイドライン数
値達成の有無

○

○

○

○

○

○

×

×

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

エリアを区切って随時サービスを開始
し、平成21年度第２四半期までには全
エリアでサービス提供予定

○

○

○

○

○

○

ＮＴＴ

基盤整備区分

市

サービス開始予定時期

Ｈ20年度・第４四半期 Ｈ21年度・第１四半期

下　　条
（BOXビル）

仙　　田
（BOXビル）

室　　野
（BOXビル）

飛　　渡

千　　手

土　　市

田　　沢

松　　代

松 之 山

十 日 町

（参考）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
協
賛

お
楽
し
み
映
画
会

キ
ナ
ー
レ
「
第
３
期

や
せ
る
教
室
」
開
講
！

読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

宮
沢
賢
治
朗
読
会

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

職
業
訓
練
説
明
会

白銀のスキー場で今シーズンを締めくくる楽しい

イベントを満喫しませんか。地元グループによる屋

台村も多数出店します。

●日時＝３月16日a午前10時30分～午後３時

●会場＝松之山温泉スキー場

●内容＝○×クイズ、パン食い競争、ジュース早の

み競争、色水入れリレー、福まきなど（賞品多数）

※ヘッドカップアルペン大会も同時開催します

●問合せ＝松之山観光協会　1596-3011

第25回 松之山温泉スキー場
スキーカーニバル

第
３
回
信
濃
川
上
流
圏
域

河
川
整
備
計
画
協
議
会

20
年
度
交
通
災
害
共
済

会
員
募
集

Ｉ
Ｔ
支
援
セ
ミ
ナ
ー

売
れ
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
秘
訣

国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前

の
中
国

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速

道
路
「
十
日
町
・
魚
沼
間
」

整
備
促
進
総
決
起
大
会
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し
、
町
内
会
ま
た
は
金
融
機
関
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市

民
生
活
課
環
境
政
策
室
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
８
）ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課

市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会
し

て
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
音
楽
祭
で
す
。
出
演
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
●
開
催
日
＝
６
月
29
日

a
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
19
日
d
ま
で
に
生
涯

学
習
課
（
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支
援

法
の
主
旨
を
学
び
、
高
齢
者
と
そ
の

養
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
３
月
７
日

f
午
後
３
時
〜
５
時
（
受
付
開
始
２

時
）
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加
費
＝

無
料
●
内
容
＝
講
演
「
高
齢
者
虐
待

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
」
大
和
田
猛

氏
（
青
森
県
立
保
健
大
学
健
康
科
学

部
社
会
福
祉
学
科
教
授
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
（
1
７
５
７
│
２
４
０

０
）国

民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
を
利
用

す
る
と
、
毎
月
納
付
す
る
手
間
が
省

け
て
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
、
保

険
料
の
割
引
き
も
あ
り
ま
す
。
口
座

振
替
に
よ
る
前
納
制
度
は
さ
ら
に
お

得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
●
割
引
額
＝
▼
納
付
書
‥
６
か

月
前
納
７
０
０
円
引
き
、
１
年
前
納

３
、
０
７
０
円
引
き
▼
口
座
振
替
‥

早
割
り
50
円
引
き
、
６
か
月
前
納
９

８
０
円
引
き
、
１
年
前
納
３
、
６
２

０
円
引
き
●
口
座
振
替
の
手
続
き

（
前
納
の
場
合
）
＝
３
月
上
旬
ま
で

に
、金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で「
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変

更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝

①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
②

預
（
貯
）
金
通
帳
③
通
帳
届
出
印
●

問
合
せ
＝
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六

日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０

│
２
２
１
１
）

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11

期
、
及
び
介
護
保
険
料
第
11
期
の
納

付
月
で
す
。
期
限
（
２
月
29
日
）
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税

務
課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
20

日
-

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
20
日
-

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
21
日
f

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
12
日
d
・
26

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
紙
製
の
パ
ッ

ク
や
容
器
・
小
さ
い
ジ
ュ
ー
ス
パ
ッ

ク
も
牛
乳
パ
ッ
ク
と
同
じ
く
「
紙
類

Ａ
群
」
の
資
源
ご
み
に
な
り
ま
す
の

で
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
ハ
サ
ミ
な
ど

で
切
り
開
き
、
紙
ひ
も
で
結
ん
で
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

内
側
に
ア
ル
ミ
箔
が
加
工
し
て
あ
る

も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
燃
や
す
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課

（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

訪
問
販
売
や
契
約
関
係
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
専
門

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
●
日

時
＝
①
３
月
６
日
e
②
３
月
17
日
b

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
十

日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
市

民
生
活
課
環
境
政
策
室
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
８
）

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
先
順
位
の

ご
遺
族
１
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で
ま
だ

請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
住
ん
で

い
る
市
区
町
村
の
援
護
担
当
課
で
速

や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
支
給
内
容
＝
額
面
40
万
円
、
10
年

償
還
の
記
名
国
債
●
請
求
期
限
＝
３

月
31
日
b
●
問
合
せ
＝
福
祉
課
援
護

係
（
内
線
１
３
３
）
ま
た
は
県
福
祉

保
健
課
援
護
恩
給
室
（
1
０
２
５
│

２
８
０
│
５
１
８
０
）

社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
で
は
、

事
業
再
編
に
伴
い
、
３
月
末
で
な
ご

み
の
家
内
の
「
喫
茶
ポ
レ
ポ
ー
レ
」

を
閉
店
し
、
４
月
１
日
c
か
ら
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お

ぞ
ら
」（
千
歳
町
２
）
を
移
転
し
ま
す
。

な
お
、「
あ
お
ぞ
ら
」
の
電
話
番
号
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
●
問
合
せ
＝

な
ご
み
の
家
（
1
７
５
２
│
５
２
１

２
）自

動
車
の
住
所
や
名
義
の
変
更
を

し
た
場
合
は
車
検
証
の
登
録
手
続

き
、
廃
車
に
し
た
場
合
は
抹
消
登
録

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
毎
年
３
月

は
手
続
き
が
集
中
す
る
た
め
窓
口
が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
車
検
は
有
効

期
間
満
了
日
の
１
か
月
前
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
使
用

済
み
の
自
動
車
が
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
方
に
基
づ
き
適
正
に
解
体
さ
れ
た

場
合
、
最
終
所
有
者
は
廃
車
手
続
き

と
同
時
に
車
検
証
の
有
効
期
間
の
残

期
間
に
相
当
す
る
自
動
車
重
量
税
額

の
還
付
申
請
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
（
▼
登
録
関
係
‥
1
０
５
０
│
５

５
４
０
│
２
０
４
１
▼
車
検
関
係
‥

1
０
２
５
８
│
21
│
１
０
２
７
）

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
20
年
６
月
ま
で
に

県
内
の
た
ば
こ
自
動
販
売
機
は
成
人

識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
に
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
自
販
機
で
た
ば
こ
を
購

入
す
る
と
き
に
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）
」

が
必
要
で
す
（
発
行
手
数
料
・
年
会

費
は
無
料
）。
カ
ー
ド
の
申
込
書
は

た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な
ど
で
入
手
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ta
s

p
o
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
6
日
本
た
ば
こ
協
会
ｔ
ａ
ｓ

ｐ
ｏ
運
営
セ
ン
タ
ー
（
1
０
１
２
０

│
２
２
２
│
１
８
０
、
携
帯
電
話
の

場
合
は
1
０
５
７
０
│
０
１
２
│
３

４
０
）
※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

２
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
５
ペ
ー
ジ
の
全
国
大
会
出
場
選

手
紹
介
の
中
で
、
第
57
回
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
の
会
場
が
富
山
県

南
砺
市
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
新
潟
県
十
日
町
市
・
湯
沢
町

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で１月の３歳児健診を受けた子32人

むし歯のないよい歯の子

（上野）

（発電所通り東）

（芋川）

（高田町５）

（妻有町西１・２）

（千歳町１）

（中条上町）

（五軒新田）

（東善寺）

（田川町３）

（錦町１）

（新屋敷）

（干溝）

（稲荷町３南）

（春日町３）

（城之古１）

（下条本町）

（重地）

（重地）

（通り山）

（蓬平）

隆暢

番

友美

寿幸

基宏

力

克裕

隆

智暁

隆

晃司

茂

誠

明

康文

貴幸

文和

清彦

和人

望

春樹

富 井 沙
さ

和
わ

保 坂 大
だい

輝
き

村 山 愛
あい

理
り

山田英
え

利
り

花
か

中 島 結
ゆう

愛
あ

田 中 悠
ゆう

都
と

西 畔 泰
たい

成
せい

小 川 拓
たく

海
み

渡 邊 大
たい

成
せい

小宮山綾
あや

音
ね

小 林 颯
はや

太
た

桑 原 隆
たか

弘
ひろ

小 林 海
かい

斗
と

村 山 凪
なぎ

冴
さ

小 海 凌
りょう

賀
が

小 林 真
ま

純
すみ

小 杉 真
ま

央
お

桑 原 緑
り

恋
こ

鈴 木 　 夏
なつ

和 田 友
ゆう

希
き

小 堺 真
まさ

樹
き

３
月
の
休
館
日

生
き
て
い
る

み
ん
な
の
税
が

こ
の
町
に

２
月
の
納
税
・
納
付

紙
製
の
パ
ッ
ク
や
容
器

も
資
源
に

消
費
生
活
専
門
相
談
員
に
よ

る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

お
得
で
す
！

国
民
年
金
の
「
前
納
制
度
」

※保護者の承諾を得て掲載しています。

自
動
車
の
登
録
・

車
検
手
続
き
は
お
早
め
に

ひかり電話への切り替え工事のため、３月15日g

午前８時～午後５時の間、市役所本庁舎・分庁舎への

電話がつながりにくくなることがあります。緊急の場

合は、臨時電話1757-9049におかけください。

●問合せ＝財政課管財係（1757-9914）

市役所本庁舎の
電話工事を行います

平成19年の犯罪と交通事故の発生状況をお知らせします
19年中の十日町警察署管内における犯罪と交通事故の発生状況と特徴は次のとおりです。

①窃盗犯が全体の68％を占める。多いものは万

引き51件、空き巣44件、自転車盗31件。

②凶悪・粗暴犯の主な増加は暴行。

③振り込め詐欺が23件で前年より10件増加。

④検挙は205件で検挙率55％（８ポイント増）。

凶悪・粗暴犯

窃 盗 犯

知 能 犯

そ の 他

計

19年

21

254

49

49

373

18年

15

277

30

45

367

増減

6

－23

19

4

6

①発生件数、死者数、負傷者数とも前年より減

少（市内では死者数が７人で１人増加）。

②死者の半数が65歳以上。

③交差点事故が全事故の36％。

④飲酒運転の検挙は28ポイント減少。

◆犯罪（刑法犯） ◆交通事故

問合せ　十日町警察署　1752-0110

第
20
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

出
演
団
体
募
集

発 生 件 数

死 者 数

負 傷 者 数

19年

279

8

341

18年

337

9

418

増減

－58

－1

－77

障
害
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」

移
転
の
お
知
ら
せ

20
年
６
月
か
ら
自
販
機
で
の

た
ば
こ
購
入
に
専
用
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
は
３
月
31
日
B
で
す

高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
会

見
守
ろ
う
高
齢
者
と
家
族

の
人
権
と
そ
の
暮
ら
し
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●高年齢者職業相談
おおむね45歳以上が対象です
毎週月～金曜日 午前９時～午後５時※20日_は休み
会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
おおむね30代半ばまでが対象です※要予約
毎週木曜日 午前10時～午後４時
※20日_・27日Eは休み
会場：本町分庁舎　1757-3139

●定例行政相談
毎月第２金曜日 午前10時～午後３時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地区】25日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約
毎週木曜日 午後１時30分～４時　
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
12日D午後１時30分～４時30分
会場：十日町保健センター

●定例社会保険・年金相談
13日E・27日E
午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

●女性相談専用電話
月～金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時30分　1757-3701

2008年3月 March 2008年3月 March 

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

３日B・17日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

吉田就業改善センター

山谷集会所

羽根川荘

水沢公民館

平成園

松代保育園

中里支所

松之山支所

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

千手中央コミュニティセンター

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午前8時30分～午後５時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時

※健康手帳のある人は持参してください。

13日E

11日C

24日B

28日F

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳６か月児
健　診

１歳６か月児
健　診

27日E 午後１時
～１時30分

19年11月
生まれの
乳　児

19日D 午後１時～２時
19年５月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

26日D 午後１時
～１時30分

18年９月
生まれの
幼　児

２歳６か月児
身体測定

19日D
17年９月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

13日E 午後１時
～１時30分

16年９月
生まれの
幼　児

午前９時
～９時30分

●乳幼児健診

●離乳食教室 ●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる地
域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
で、届かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（本庁舎となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　４日C・11日C 午前10時～11時

※11日は閉級式

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

●ハローパパママ学級

●日　時　４日C・12日D 午後１時15分～３時30分

●会　場　十日町保健センター

●対　象　妊婦とその家族

●申込み・問合せ　健康支援課母子保健係1757-9759

医療機関名期 日 住　所 電話番号

●休日救急医

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　13日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　15日G 午後２時～３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●こころの健康相談

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児
離乳食中期～後期

会　　場　十日町保健センター（本庁舎となり）

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

５日D
２か月～４か月児
離乳食準備～初期

18日C

日　　時

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課1757-2400

５日D 津南町役場

山下医師
（山下メンタルクリニック）

11日C 工房なかさと

須賀医師
（中条第二）

会　　場 医　　師

不眠、不安、意欲の低下などでお悩みのことはありま
せんか。本人でも家族でも相談できます。

●期日・会場・受付時間

11日C 中里総合センター　午前10時～正午

県立十日町病院　　午後２時～３時30分

28日F 十日町市役所　　　午前10時～正午

〃　　　　　 午後１時～３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日※20日_は休み

▽松代支所　 ７日F ▽松之山支所　11日C

▽中里支所　　21日F ▽川西支所　　25日C

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

14日F

津南病院 津南町 765-3161

９日A

２日A
中条病院 北原 757-3018

20日_

倉俣診療所 芋川 763-2147

本町クリニック 本町3 750-1160

たかき医院 土市5 758-2361

小林内科医院 中町 752-7155

16日A

▼
雪
ま
つ
り
の
取
材
は
今
年
で
５
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
も
雪
が
降
る
中
で
の

取
材
は
初
め
て
で
し
た
。
い
っ
ぷ
く
広
場
で

の
田
村
観
光
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
も
、

「
雪
ま
つ
り
中
に
こ
れ
ほ
ど
の
降
雪
は
記
憶
に

あ
る
限
り
初
め
て
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
豪
雪
Ｊ
Ａ

Ｍ
」。雪
の
た
め
１
時
間
遅
れ
で
の
開
演
と
な

り
、
出
演
者
が
開
口
一
番
「
い
く
ら
豪
雪
ジ

ャ
ム
で
も
こ
れ
じ
ゃ
〝
降
り
過
ぎ
！
〞」。
ち

な
み
に
十
日
町
試
験
地
で
観
測
さ
れ
た
15
日

〜
17
日
の
３
日
間
の
降
雪
量
は
１
２
２
セ
ン

チ
で
し
た
。
観
光
客
の
皆
さ
ん
は
「
豪
雪
地

十
日
町
」
の
す
ご
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
雪
ま
つ
り
と
は
正
反
対
に
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
特
に

リ
レ
ー
は
お
も
し
ろ
く

結
構
ハ
マ
リ
ま
し
た
。

来
年
の
国
体
が
楽
し

み
で
す
。

▼
お
か
げ
さ
ま
で
中
越
大
震
災
記
録
集
「
あ

し
た
へ
」
が
好
評
で
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県

内
各
地
や
県
外
か
ら
も
多
く
の
購
入
申
し
込

み
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
長
野
県
内
か
ら

の
も
の
が
顕
著
で
、
地
方
紙
に
紹
介
さ
れ
た

日
か
ら
３
日
間
で
30
件
以
上
の
申
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
中
に
は
町
内
で
利
用
す
る
た
め

に
５
冊
、10
冊
と
ま
と
め
て
購
入
す
る
人
も
。

新
聞
の
力
な
の
か
、
県
民
性
な
の
か
…
ち
ょ

っ
と
し
た
驚
き
と
感
謝
で
す
。

▼
第
59
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
連
日
の
降

雪
、
ま
さ
に
雪
の
中
の
祭
り
で
し
た
。
そ
れ

で
も
催
し
や
ひ
ろ
ば
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
雪
国
人
の
底
力
を
感
じ
た
来
訪
者

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。た
だ
、写
真
を
撮
る

側
か
ら
い
う
と
、
先
が

見
え
な
い
ほ
ど
降
る

雪
に
は
ほ
と
ほ
と
困

り
ま
し
た
。
特
に
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
…
。

午後３時
～５時

午後２時
～４時

中越大震災による被災者のこころのケアを長期的に実

施していくために、「魚沼こころのケアセンター」が

「中越こころのケアセンター」と統合し、「小千谷地域こ

ころのケアセンター」となりました。また、中越沖地震

対応センターとして、柏崎市内に「柏崎地域こころのケ

アセンター」が設置されました。

◇小千谷地域こころのケアセンター

〒947-0028  小千谷市城内２-６-16

10258-82-0290 FAX0258-82-0291

◇柏崎地域こころのケアセンター

〒945-0064  柏崎市中央町１-14田中中央ビル301

10257-28-6070

●問合せ　新潟こころのケアセンター

1025-280-0270

30日A

池田医院 本町西1 752-2581

山口医院 袋町中 752-2174

23日A

（わ） （優）
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